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１．  はじめに 
本報告の問いは「どうすれば八王子市の中

心市街地を活性化できるか」である。創価大

学法学部の授業である「まちづくり八王子フ

ィールドワーク」において調査したことがき

っかけでこの問いを設定した。その際、八王

子市の市街地活性課の協力の下、8月25日にフ

ィールドワークを実施し、中心市街地の課題

を検討した。八王子市の中心市街地の課題は

「魅力が伝わっていないPR」にある。具体的

な仮説として、「人々が中心市街地を知るき

っかけが少ないのではないだろうか」という

ことを検証した。検証の結果として、「情報

収集の手段、お店の存在感、個人店の活性化、

お店や広報自体のPR」の主な４点に課題があ

ると考えた。そこで、私たちは「八王子中心

市街地でのスタンプラリーの実施」という解

決策を提案する。本要旨では、提案するスタ

ンプラリー中心市街地の活性化への効果の予

測について述べていく。ここで本要旨内の定

義を示す。本要旨で中小規模の店舗・施設と

は、八王子中心市街地に立地する中小規模の

店舗や施設のこと。なお、大型商業施設やフ

ランチャイズ店、チェーン店等は除くことと

する。 

２．現状分析 
まず、駅周辺と中心市街地の人通りを比較

するため、サンプルとして、現状の駅付近と

甲州街道の休日と平日の歩行量の比較につい

て述べていく。図において、令和4年の休日の

13時間ンのデータを比較すると、八王子北口

通路①は69,883人であるのに対して、甲州街

道③は2,510人であることが分かる。以上のこ

とから、駅付近は歩行量が増加しているのに

対して、甲州街道付近は減少傾向にあること

が分かる。よって中心市街地への人通りは、

駅周辺よりも少ないことがわかる。このこと

から、中心市街地の中小規模の店舗まで足を

運ぶ人も少ないのではないかと推察できる. 

 
図1 八王子駅周辺と甲州街道の歩行量   

出典：令和4年度中心市街地歩行量調査業務委託報告書

（2023)より筆者作成。 

３．課題抽出 
 上記の現状を踏まえ、八王子市中心市街地

でフィールドワークを実施し、中心市街地の

実情を観察した。そこから抽出された課題は、

「中心市街地のお店や施設の魅力が十分に伝

わっていない」というものだ。現状分析で述

べたとおり、駅周辺と駅から離れた中心市街

地には、通行量に差がある。そのため、中心

市街地の中小店舗のお店や施設の魅力が、

人々に十分に伝わっていないという課題が浮

き彫りになった。 

４．仮説 
 上記の課題抽出から、仮説として「人々が

中心市街地を知るきっかけが少ないのではな

いだろうか。」と推測する。「中心市街地の

店舗魅力が十分に伝わっていない」ことの主

な原因は、「情報発信が上手くいっていな

い」、「チェーン店の存在感が強く、個人店

舗に人が流れにくい」、「お店や広報自体のP

Rが上手くいっていない」の3つが考えられる。 

仮説を検証するにあたって中心市街地の中

小規模の店舗の魅力発信が十分であるか検証
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するため、①情報収集②中心市街地方面のお

店の存在感③個人店の活性化④お店や広報自

体のPR、以上4つの観点から分析する。①情報

収集について。八王子市では、情報を知る最

も多い方法が、SNSよりも口コミや広報誌であ

るということが分かった。②中心市街地方面

のお店の存在感について。フィールドワーク

により、大通りに接している店よりも細街路

など、知らないと見つけにくい場所にあるこ

とが多いということが分かった。③個人店の

活性化について、口コミ以外の広報面に難し

さを持っていることがフィールドワークによ

り分かった。④お店や広報自体のPRについて

は、「まちる」の知名度が低いこと、有名店

舗や企業に比べて、個人店は看板が小さいこ

と、目立つものがあまりない印象にある。上

記で述べた課題を解決するには、お店や広報

自体のPRを改善することが重要である。まず、

中心市街地に魅力があることを人々に知って

もらうためには、実際に足を運んでもらう必

要がある。したがって、実際に人々が足を運

びたくなるようPRし、効果に繋げることで、

中心市街地の活性化が達成され、課題解決に

なると考える。 
5. 政策提案  
以上の検討を踏まえ、課題を解決する政策

として「街歩きスタンプラリー」を提案す

る。ここからは、この政策について、以下

（1）企画概要（2）具体的内容（3）得られる

効果（4）予算などの実現可能性のチェックの

４つに分けて説明していく。 
 1）企画概要について説明する。この企画の

目的は、スタンプラリーの実施により、人々

に街の魅力を再発見してもらうことだ。次

に、ターゲットについて説明する。このスタ

ンプラリーの参加者として想定される人々

は、八王子市民及び中心市街地を訪れた人々

だ。企画の内容は、八王子中心市街地に立地

する中小規模のお店や施設を巡り、街なかを

歩くスタンプラリーとなっている。次に、企

画実施方式について説明する。スタンプラリ

ーは、スマートフォンを用いたデジタル形式

を想定している。2）具体的な企画内容につい

て説明する。この企画の実施期間は、まちな

かを歩きやすい季節である春又は秋を想定し

ている。続いて、このスタンプラリーでは、

独自のポイントを設定する予定だ。また、こ

の企画の対象となる店舗は、八王子中心市街

地に立地する中小規模のお店や施設とする。

次に景品について説明する。スタンプラリー

の参加者は、獲得したポイント数によって、

景品を受け取ることができる。景品は、八王

子中心市街地のお店の商品や、クーポン等を

想定している。続いて、企画実施に必要と想

定されるものについて説明する。システム費

用、イベント広告費、景品の費用、人件費な

どが想定される。次にスタンプラリーのルー

トについて述べる。参加者が、どのスタンプ

ラリーの対象店舗を、どのような順序で巡る

かは自由となっている。ただし、主催者とし

て、いくつかのモデルルートを提示すること

で、参加者の街なか歩きを推進する。最後

に、ポイントの換算方法については、例え

ば、参加者が1Pをゲットするには、1つのスタ

ンプのゲットもしくは対象店舗での1万円のお

支払い、または1,000歩以上歩くことを求め

る。3）得られる効果について説明する。スタ

ンプラリーの実施による効果には、①「歩く

ことによる市民の健康促進」と②「来客者の

増加によるまちの活性化」がある。第1に、

「歩くことによる市民の健康促進」である。

統計によると、八王子市の死亡率は年々増加

傾向にあり、その予防に必要とされる一日の

歩数は、八千から一万と言われている。スタ

ンプラリーによって、市民が歩くきっかけを

つくることにより、市民の健康増進にもつな

がるのである。先行事例として横浜市の「ウ

ォーキングポイント事業」がある。この取り

組みは、歩数に応じて付与されるポイントに

応じて商品券が抽選で当たるというものであ

る。第2に、「来客者の増加によるまちの活性

化」である。中心市街地のお店を知る機会を

作り、更にスタンプラリーの中で、魅力に気

づいてもらえれば、リピーターを獲得するこ

とにもつながる。単に紹介するだけでなく、

スタンプラリーの景品があることで参加を促

している。また先例としては、宝塚市では、

最多地区で、455人が参加したスタンプラリー

がある。4）予算等の実現可能性について説明

する。想定されるスキームは、八王子街中魅

力づくり支援補助金ソフト部門で費用を工面

するものである。想定費用としては、先述し

た通りであり、システム費用については、10

万円以上が見込まれる。イベント広告費につ

いては、広報はちおうじ、まちるその他の市

の広報物への掲載又は参加店舗による宣伝に

よりおこなう。人件費については、参加店舗

に協力してもらうことで些少に抑えることが

可能である。景品の費用は、1000人近くが参

加したと仮定した場合において、10ポイント

で、100円以下相当の参加店舗の商品、20ポイ

ントで2,000円相当の商品を抽選で5人にプレ

ゼントすると想定したときは、11万近くかか

ると想定される。以上を合わせると、概ね50

万円以内に収まると思われる。 
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